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７ 保幼こ小連携・接続に向けて 

幼児教育については、社会状況の変化等により生活体験、自然体験など直接体験の不足等が課題となって
おります。また、今後予想される変化の激しい社会を生き抜く力の育成のため、幼児期から児童期への子どもの
発達や学びの連続性を保障し、教育の質を高めていくことが求められており、接続期のカリキュラムの作成、就
学前施設と小学校との連携・交流の充実に向け、積極的に取り組んでいくことが重要です。 

本市においても、幼児教育推進ロードマップを作成し、令和４年度を推進期、令和５年度を充実期、令和６年
度を自立期として取り組んでいるところです。 

 幼小の円滑な連携・接続においては、幼児教育と小学校教育に携わる先生方がお互いの教育を語り、理解す
ることができるように、保幼こ小連携体制を構築する必要があります。 

そこで、就学前施設と小学校を７つのエリアに分けて組織した｢保幼こ小エリア連絡会｣を発足しています。年
３回連絡会を開催し、小学校の公開授業、幼児教育施設の公開保育、接続カリキュラムの共同作成に向けた検
討等を行い、子どもの発達を軸にした学びの連続が図れるよう取り組んでおります。 

 また、「保幼こ小プロジェクト協議会」を毎月１回開催し、本市の幼小接続のビジョンの策定、接続カリキュラム
の検討等、現場と一体となった協議を通して、本市の課題解決に向けて取り組んでおります。 

 今後も未来を担う子どもたちが笑顔で過ごせるよう更なる連携体制の構築、円滑な接続に取り組んでまいりた
いと考えておりますの、ご理解・ご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

保幼こ小プロジェクト会議 

保幼こ小エリア連絡会 

５月、８月、１月の年３回エリア連絡会を開催し、
右記の７つのエリアで情報共有を行い、『学び
の連続性の保障』に努めております。 

１２名の委員で編成されており、毎月１回
「宮古島市の目指す子ども像」「接続カリ
キュラム」「保護者向けパンフレット」「研修
会」の検討し、円滑な幼小接続に向けて取
り組んでおります。 
 

幼児教育研究協議会 

令和４年１１月３０日、保護者の皆様のご理解・ご協力のおかげ
で『幼児教育研究協議会』が開催されました。午前中は平一
幼稚園の保育参観、保育の振り返りが、午後からは講演会が
行われました。平一幼稚園の園児が砂場で協同的に遊ぶ姿や
自分たちで話し合いながら主体的にサッカーに取り組む姿、木
の実で色水をつくる姿などから環境構成と援助の重要性につ
いて改めて考える機会となりました。 

宮古島市においては、福井大学大学院と共同で、「保幼こ
小の連携・接続」パンフレットを作成いたしました。 

また、令和５年度小学校に入学する児童の保護者向け文書（保護者説
明会で配布）も作成いたしました。お手元に届いた際にはご一読頂き、ご
意見等頂けると有り難いです。 

お知らせ 

【保育園・幼稚園・こども園・小学校の円滑な連携・接続に向けて】  



 

 

８ 「二十歳を祝う会」開催 

石川 舜平さん（平良中） 

 二十歳になって大人に近づき責任を

感じています。将来はまだ決まっていま

せんが、来年留学に行きやりたいことを

みつけたいと思います。 

下地 夏鈴さん（北中） 

 二十歳になった実感は、振り袖に袖をとおしてでて

きたかなという感じです。これからの夢は、学校を卒

業して就職することが決まっているので、目一杯頑

張って幸せな人生を送っていこうと思います。 

去る令和５年１月５日（木）、令和５年二十歳を祝う会を

JTAドーム宮古島にて開催し、20歳を迎える若者たち約500

人が集いました。 

オープニングアトラクションで、宮古島市創作芸能団ん

きゃーん塾が獅子舞や演舞を披露、また式典では、みやこ

少年少女合唱団が市歌斉唱を行い、二十歳の門出を祝福

して下さいました。 

二十歳の決意表明では、代表者2名が両親や仲間に感

謝の気持ちを伝え、目標に向かって進んでいくことを述べら

れ、同期の皆さんで想いを共有しました。 

 会の前後では、久々の再会を喜び歓談を楽しむ若者の

姿が多くみられました。  



 

 

９ 

ニパニ☆スクール  
今回のパニパニ☆スクールは

久松小学校をご紹介します！ パ 

久松小 第41回全宮古小学校駅伝大会初優勝！ 

パニパニ☆スクール 

    駅伝選手 

アトムっ子タイム 

 第41回全宮古小学校駅伝大会が1月21日、市陸上競技場を発着点とする男女10区間１４

キロのコースで行われました。1区からアンカーまで1位を譲らず52分15秒の記録で見事

初優勝に輝きました。 

 また男女の個人賞に5人が入り、男子の部で新里颯一朗さん（6年）女子の部で大渕芽

依さん（4年）がそれぞれ1位となりました。学校スローガンの「一生懸命がかっこいいアト

ムっ子」の姿を沿道のみなさんにアピールできました。 

  

 「アトムっ子タイムの取り組み」 

 本校では一校一運動取組として「アトムっ子タイム」を実施しています。 

 朝の自主活動の時間に週3回、運動場でウォーキングや鉄棒、縄跳び等を行い、体力の向

上を図ることが目的です。 

 駅伝大会へ向けて練習が始まったと同時に、全学年でも持久力アップを目指して、「宮古

島RUN RUN RUN』プロジェクトを行いました。運動場を走った周回分だけ個人カードに色を

ぬり全体の走った距離の合計で沖縄本島までを目指しました。 

 朝の時間だけでなく、昼休みや放課後も、そのプロジェクトに参加する児童がみられ、

あっという間に宮古ー沖縄本島間の距離300㎞を達成しました。新たな目標として、沖縄本

島ｰ東京間の1550㎞を掲げました。 

 1月31日現在の走行距離は2000㎞となり、すで

に東京をこえています。全校児童が、心を一つに、

励まし合って頑張ることで大きな成果を挙げるこ

とができました。 

 

※「アトムっ子」・・・本校のシンボルであるアトム像に

ちなみ、親しみやすい久松小学校児童の愛称 

駅伝練習風景 


